










ては好意的でなかった私は，2 年前，対案として，自称「紙芝居による原価計算 16 巻」を完成させた。
　今回のまとめは，その中の 2 巻をタイトルに相応させた高校の教え子達への還元作品です。生徒
も教師も現場では，検定対策で解答は出来るが，公式・形式の丸暗記で問題に臨み，理解が不十分




















































































































































≪ 変 動 費 ≫













































































































































































① ② ③ 原価の範囲による分類
（受注生産） （事後原価）






生 産 形 態 に よ る 分 類 算 定 時 期 に よ る 分 類
標準原価計算総合原価計算
個別原価計算










・同種類の製品を ・同種類で大きさや ・同種類で組毎に ・同種類で製造工程が
 大量生産する  重さや品質が違う  連続生産する  ２つ以上で連続生産する













































































原 価 計 算 表
製 造 指 図 書
＃１
＃２
原 価 計 算 表
製 造 指 図 書



















































販 売 費 及 び
営 業 利 益
一 般 管 理 費販 売 費 及 び















期末棚卸高 貢 献 利 益














製 造 原 価
( 直接原価）
売 上 原 価変 動 費( 直 接 費 )
経    費
販売費及び一
般 管 理 費
　直接原価計算による損益計算書は，売上高に対する費用を，変動費と固定費に分解して営業利益






























貢 献 利 益

















固 定 販 売 費


















直 接 経 費









経 費 間 接 経 費
図㉒
固定製造間接費




   製 造 (すべて変動費）
当期製造
費 用







































売 上 原 価





















直 接 労 務 費
































































営 業 利 益 100
貢 献 利 益
固 定 費
固定製造間接費
固 定 販 売 費
固定一般管理費




















































変 動 費 ＠￥1,000

































① 売上高＝販売単価×当期販売数量 ③ 売上原価の求め方 ⑤営業利益が￥80,000
② 当期製造費用がそのまま製造原価 　期末製品棚卸高を出す 　違うのは何故か？
（期首も期末も仕掛品はないから簡単） ＊期首・期末に製品と仕掛品に
変動費のみ ④ 販売費も一般管理費も 在庫があれば、固定加工費の分
当期製造費用のすべて 　両方とも計算するだけ 売上原価に増減が生じる。
( )







( ) ( )
( )
( )














固 定 販 売 費    50,000
一 般 管 理 費 150,000
販売費及び一般管理費
変 動 販 売 費
期首製品棚卸高
当 期 完 成 品
当 期 製 造 費 用
480,000
320,000変 動 加 工 費
固 定 加 工 費
200
400
③② 販 売 デ ー タ
期 首 製 品 100
当 期 完 成 品 500
① 生 産 デ ー タ
期 首 仕 掛 品
当 期 投 入 500
0
合計 500
期 末 仕 掛 品
合 計




貢 献 利 益 ( )
固 定 費
変 動 販 売 費













売 上 原 価





期 末 製 品
( )
直接原価計算による損益計算書 全部原価計算による損益計算書
当 期 販 売 品
( )
( )
営 業 利 益
固 定 販 売 費
固 定 加 工 費 営 業 利 益( )
( )











期首製品の固定加工費分 － ¥ 80,000













変動製造マージン 980,000 売上総利益 660,000
②
変 動 販 売 費 180,000
貢 献 利 益 800,000 1. 　 230,000販 売 費
③
当期製品製造原価
合 計 940,000 合 計
期 末 製 品 棚 卸 高 320,000 620,000 期 末 製 品 棚 卸 高
全部原価計算による損益計算書
売 上 高 1,600,000 1,600,000① 売 上 高
期 首 製 品 棚 卸 高 140,000 期 首 製 品 棚 卸 高




期 首 製 品 棚 卸 高
当期製品製造原価
期 末 製 品 棚 卸 高
解　答
直接原価計算による損益計算書
当 期 製品 製造 原価 800,000
1. 固 定 加 工 費 400,000
固 定 費
600,000
営 業 利 益 200,000
2. 固 定 販 売 費 50,000




期 首 製 品 棚 卸 高
当期製品製造原価
 ¥ 220,000
 ¥ 480,000 ＋ ¥ 320,000 ¥480,000＋¥320,000＋¥400,000
380,000
営 業 利 益 280,000




変 動 売 上 原 価 ② 売 上 原 価







完成品単価 ＝ ＝ ＠¥2,400完成品単価 ＝ ＝ ＠¥1,600




⑤ 固 定 費 調 整







④ 固 定 費
固定加工費















































≪期末棚卸資産内の固定費≫ 図㉘ ≪期首棚卸資産内の固定費≫ 図㉙
全 部 原 価 計 算
の 営 業 利 益
＝
（図㉘参照） （図㉙参照）
直 接 原 価 計 算
の 営 業 利 益
＋
期 末 仕 掛 品 ・ 製 品
に 含 ま れ る 固 定 費
－
期 首 仕 掛 品 ・ 製 品





































売上高 変 動 費固 定 費 ゼ ロ
当期純利益を零(ゼロ)にする売上高





売 上 高 Sales



































    売上線









≪ 費 用 線 ( Ｙ ＝ aX ＋ b) ≫
費用線



















 貢献利益 40 80
Ⅱ 固定費 30 30






























原 価 率 ＝
目標利益
×××






  の 売 上 高





営 業 利 益
×××
×××






目 標 利 益 率 達




③目 標 利 益 達 成  の 売 上 高
貢献利益率＝＝利 益 率＝
0.4
























損益分岐点売上高 損 益 分 岐 点
差額 Ｓ万－300万













売 上 高 500万
40%に  したい
300万 ÷ Ｓ ＝ 0.4のSを求める






















0. 3Ｓ－1. 500＝ゼロ 0. 6Ｓ－120万＝600万














損 益 計 算 書
￥ 120万②加　工　費
③変動販売費








固 定 費 1,500
営業利益
損 益 計 算 書
売 上 高 S
変 動 費変 動 費
ゼロ 600万
0.6 Ｓ
固 定 費 120万
営業利益
0.4 Ｓ
固 定 販 売 費







1. 500＋ゼロ 1. 500＋ゼロ


















損 益 分 岐 点





















0. 4Ｓ－80万＝0. 3Ｓ いるが、安全余裕率＋損益分岐点比率＝100％







販 売 単 価 ￥ 20万 損 益 分 岐 点
固 定 費 ￥ 80万










損 益 計 算 書





































































400個 × a ＋ ｂ ＝ ￥21,000
３月(最高)・ ５月(最高) のどちらでも － ) 200個 × a ＋ ｂ ＝ ￥11,000
Ｙ＝ aX ＋ b の、ＸとＹに代入すると ＝
３月(最高) は、￥21,000＝￥50×400個＋ｂ a ＝ b ＝ となる。
５月(最低) は、￥11,000＝￥50×200個＋ｂ 　以上のように高低点法により求められるのは








































≪最高と最低のデータをグラフ化≫ 図図≪Ｙ＝ aX ＋ b のグラフ≫
18 経営と経済　49巻 1・2号






は じ め に Ｐ 1













（４）　部分原価計算と全部原価計算の例題による損益計算書　例題１ 〃 10 ～〃 11
（５）　固定費調整　　 〃 12









お わ り に Ｐ 18
参考文献　高校の教員時代に，授業で使用した 2 冊の教科書を懐かしく参考にしました。
　　　　　・「原価計算」（実教出版と東京法令出版）
